
宇治生涯学習センター講座  宇治の形・学びの広場 

 ｢宇治市の身近な自然について〜自然観察会を通して〜｣ 
 

日時  2022年 3月 4日(金) 10時〜12時 

場所  宇治市生涯学習センター 

講師  二村一男(鳥類) 清水 正(植物) 

参加者 宇治市民及び宇治に勤務する方  約 40名 

 

 noi-kyoto がしばしば宇治を観察地に、友の会などを実施しているということで依頼が来ました。宇

治在住で鳥に詳しい二村さんと友の会などで見かけた植物・菌類を私が担当するということで座学を行

いました。参加募集をしたところ 2 日あまりで定員の 30 名を超え、それを越えての参加を受け入れた

とのことです。 

 最初に二村さんの鳥についての話で始まりました。大きく引き延ばした鳥の写真をホワイトボードに

貼り付け、それをもとに話をされていくというスタイルで行いました。参加者が鳥についてどれだけの

知識をお持ちかわからないということで、初心者向けの話をするという前置きのもと鳥を見わける基準

になる物差し鳥 4羽を紹介されました。それをもとに宇治川や巨椋池干拓田などの地域ごとを交え特徴

や習性などわかりやすく話され、鳥の囀りは二村さんが生声で実演、多くの聴衆に感心される場面もあ

りました。 

その後休憩を挟んで私が PowerPoint を使って植物の話をしました。まず始めに noi-kyoto が観察会

を実施した年月と地域をざっと見ていただき､その後に 7つの地域(宇治川右岸・朝日山大吉山・志津川

から天ヶ瀬・天ヶ瀬森林公園槇尾山・喜撰山・太陽ヶ丘・笠取)を確認して生育種数を数字で見てもらい

ました。（季節や回数も少ないので実数よりはかなり少ない）その中から観察会などで良く出かける宇

治川右岸(一部左岸)・大吉山朝日山・志津川から天ヶ瀬森林公園・太陽ヶ丘の木本・草本・きのこを詳

細に見ていきました。スライドには主な草木を写真にして見てもらいました。 

途中で観察会でもよくやるたんぽぽクイズで皆さんにも参加してもらった。4 枚の絵(タンポポ、ブ

タクサ、根の変な偽タンポポ、花の咲いた茎と種の付いた茎の高さが同じ偽タンポポ)を描いたプレー

トを見てもらい､正解はどれかというものです。これが意外に分からないもので正解者は少ない。身近

とは近くにあるからではなく、どんなものかがわかった時に本当に身近と《「みぢか」の誤り》言えるこ

とを知ってもらった。同時に見ることと観ることの違いを知ってもらえたのではないかと思います。 

草木の名前を覚えてもらうのではなく、そこの場所にどんなものが生えているか。いわゆる生態系

とそれによって創り出される景色を見ることで得られる植物の生活にも目を向けてもらうために、植

生の一覧では外来種、よく見かけるもの、少し珍しいもの、かなり珍しいものを色分けして各地域で

の特徴をつかめるように試みました。写真スライドではシイの林の樹冠、みんながよく知っている宇

治発電所前のイチョウの黄葉への変化、天ヶ瀬展望台から鳳凰湖を見下ろす風景の紅葉はナンキンハ

ゼ(外来種)の広がったものなどを提示して植物の賢い生き方や外来種問題の深刻さを認識してもらえ

るようにしました。詳しくは次ページのパワーポイントスライドを観て下さい。きのこでは色の美し

さと形のおもしろさを理屈なく楽しんでもらいました。時間が足りないと思って用意した。イチョウ

の枝(短枝で年を数える)２･３･５葉のマツ（葉の形、短枝、日本と外国の松）ドングリ各種(ドングリ



には沢山の種類がある)は時間が足りずに使用出来なかったことが残念でした。もう一つ用意した朝日

山・大吉山の変わった地質として赤色チャートの石は出口に置いて見てもらいました。以下に参加者

から寄せられた感想を付記します。(清水)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


